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(1) 電子スチルカメラの撮像について考察し， MOS形撮像素子を用いた 2 板撮像方式を提案し，撮像
処理系の高画質化を達成している。
(2) 撮像された映像信号をビデオフロッピーに記録する方式について解析し付加コード信号方式を提
案し，実験により，録画再生処理系の画質改善が得られることを示している。
(3) 画像信号のカラー印刷記録装置について論じ，種々のパラメータを明らかにし，写真と同様の階調
特性と解像感を有する印画装置の試作に成功している。
(4) レンズ位置を制御する自動焦点方式として，映像信号の高域周波数成分を抽出する輪郭検出方式を
提案し，実験により良好な動作が得られることを示している。また自動白バランス調節機構として，
外部測光方式を提案し，解析と実験によりビデオカメラの自動機構の性能向上が得られることを明ら
かにしている。
以上のように本論文は，ビデオカメラの画像処理に関して，電子スチルカメラの撮像，記録，再生印
刷，およびビデオカメラの自動機構に関して数多くの新しい知見を示すとともに，新しい方式を考案し
て，その有用性を実証しているもので，画像工学，テレビジョン工学の発展に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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